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・本特記仕様書は、常(R6・福ｰ1)小規模崩壊地復旧工事に適用する。
・本特記仕様書に記載のない事項については、次によるものとする。
・令和5年8月　広島県　土木工事共通仕様書、「設計図書（別冊図面、仕様書）」、「福山市建
設工事執行規則」、「福山市工事検査技術基準」
・その他関連規格類
「令和5年8月　広島県　土木工事共通仕様書の1-1-1-26　週休二日の対応」は本工事においては
適用しない

・契約締結後14日以内に設計図書に基づいて、工程表を作成し、発注者に提出すること。工期の
変更契約についても同様とする。

・受注者は、監督員と協議し、地先住民、町内会長、土木常設員に工事着手及び工事完了の報告
を行うこと。また、工事着手に先立ち地先住民及び貸借人には具体的な施工内容、方法、時期等
の説明を行い、承諾を得ること。
・受注者は、工事着手の際に、あらかじめ沿線地権者に施工内容等についての説明を行い、承諾
を得ること。

・受注者は、工事開始日以降30日以内に工事着手しなければならない。

・本工事は、法定外の労災保険契約の保険料を見込んでいる。

受注者は、再生資源利用計画及び再生資源利用促進計画を工事現場の見やすい場所に掲示（デジ
タルサイネージによる掲示も可）し、公衆の閲覧に供するとともに、インターネットの利用によ
り公表するよう努めるものとする。

・鉄筋コンクリート（呼び強度21及び24）の水セメント比については55％以
下、無筋構造物のコンクリート（呼び強度18）の水セメント比については
60％以下とすること。

・本工事の工期は、工事検査期間として、14日間を見込んでいる。

・当該工事により発生する建設発生土は、公の関与する埋立地、建設発生土処分先一覧表に掲載
されている建設発生土リサイクルプラント、建設発生土受入地又は建設発生土受入地（一時たい
積）のいずれかに搬出するものとする。また、搬出先として、運搬費と受入費（平日の受入費
用）の合計が最も経済的になる建設発生土リサイクルプラント、建設発生土受入地又は建設発生
土受入地（一時たい積）を見込んでいる。したがって、正当な理由がある場合を除き残土処分に
要する費用（単価）は変更しない。なお、工事発注後に明らかになったやむを得ない事情によ
り、建設発生土処分先一覧表に掲載されている建設発生土リサイクルプラント、建設発生土受入
地又は建設発生土受入地（一時たい積）への搬出が困難となった場合は、監督員と受注者が協議
するものとする。
・搬出先においては、処分状況が確認できるよう、写真撮影を行うとともに、数量等が確認でき
るように計量伝票等を監督員に提出すること。
・実施伝票は原本を提出すること。

第4節　工事に着手すべき期日について

特記仕様書

第1章 総則

第1節 適用

第2節　工程表の提出について

第3節　地元への周知

第2節　建設発生土（搬出）（建設発生土リサイクルプラント、建設発生土受入地又は建設発生土受
入地（一時たい積））

第4章　その他

第5節　法定外労災保険の付保について

第6節　再生資源利用計画の現場掲示

第2章　材料

第1節　コンクリートの配合指定

第3章　施工条件

第1節　検査期間



・本特記仕様書及び設計図書に明示していない事項または、その内容に疑義が生じた場合は、監
督員の指示を受けること。

「第20 回世界バラ会議福山大会2025」の周知と機運醸成を図るため、現場標示板等へ大会ロゴの
標示について、ご協力をお願いします。
・使用するロゴは「第20 回世界バラ会議福山大会2025ロゴ利用規程」に沿ったものとする。
・「第20 回世界バラ会議福山大会2025ロゴ利用規程」に定められた「大会ロゴ利用許諾申請書」
の提出は不要とする。
・使用する大会ロゴは「大会ロゴデザインガイド」にて配色等が定められているので留意するこ
と。
・大会ロゴの標示については任意事項とし、標示に必要な経費は工事費に計上しない。
・ロゴ標示期限は2026年（令和8 年）3月31日とする。
（デザインデータについては福山市建設管理部技術検査課へお問い合せください。）

第1節　その他項目

第2節　現場標示板等について
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数量計算
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工事名

名称

工事年度

図面番号縮尺

工事位置

図示

福　山　市

各　種　計　画　図

１

福山市新市町地内

図面作成年月　2024年6月

２０２４年度（令和６年度）

常(R6・福-1)小規模崩壊地復旧工事

(モルタル吹付工)

(ふとんかご工)
R3施工箇所

(モルタル吹付工)

R4施工箇所

R5施工箇所

R1施工箇所

(ブロック積工)

(ふとんかご工)

H30施工箇所

平面図　S=1/200
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E(床掘) : 0.9
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SL(ﾌﾞﾛｯｸ法長)=3.15

SECT.0.0

gv(裏込砕石)=0.7
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仝　断

縦排水工

L=3.0

小車運搬　コンクリート　 0.65÷ 10× 3.0=0.20(0.2m3)

小車運搬　縞鋼板　 26.8(kg/m2)× 0.55× 3.0=44.2(44kg)

小車運搬　ベンチフリューム　 53(kg/m)× 3.0=159.0(159kg)

縦排水工　 3.0(3.0m)

C(のり切) : 2.3

名板　 1枚

縦排水工  S=1/30

150 340 150

4545 250

縞鋼板（ﾎﾞﾙﾄ止）
3.2x550x1000(26.8kg/m2)

ｱﾝｶ-ﾎﾞﾙﾄ(4本/枚)
M10

2
1
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ベンチフリューム
250 L=2000

コンクリ-ト

σck=18N/mm2

M10

規    格

18-8-20

数   量

10m当り

名    称

縞　鋼　板

アンカーボルト

コンクリート

型 枠

標準材料表

ベンチフリューム 250 L=2000

3.2x550x1000 10  枚

40  本

 5　本

0.65m3

3.00m2

ブロック積工  S=1/50
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100裏込砕石 RC-40

3
0
0

ﾌﾞﾛｯｸ積  控長 35㎝

水抜管 VUφ60 2㎡に1箇所

吸出防止材 150×150

1 
: 0

.3

1 :
 0.3

※根入れは30cm以上とする。

350

100
300

ｺﾝｸﾘｰﾄ
型　枠

1.14 m3
4.00 m2

基礎工 10ｍ当り
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C (の り 切 ) 2.3*13.4=30.8(31m3)

C(Co)　 0.03*13.4=0.40(0.4m3)

小車運搬　 C(Co)　 0.03*13.4=0.40(0.4m3)

小車運搬　残土  30.8+12.1-6.7/0.9=35.5(36m3)

運搬処分　残土  30.8+12.1-6.7/0.9=35.5(36m3)

運搬処分　 C(Co)　 0.03*13.4=0.40(0.4m3)

E(床掘 ) 0.9*13.4=12.1(12m3)

Fu(埋戻 ) 0.5*13.4=6.7(7m3)

現場打基礎 ｺﾝｸﾘｰﾄ　 1.14÷ 10× 12.8=1.46(1.5m3)

小車運搬　現場打基礎 ｺﾝｸﾘｰﾄ　 1.14÷ 10× 12.8=1.46(1.5m3)

SL(ﾌﾞﾛｯｸ法長 )　 3.15× 12.8=40.32(40.3m2)

小車運搬　積ブロック　 3.15× 12.8=40.32(40.3m2)

小車運搬　胴込・裏込 ｺﾝｸﾘｰﾄ　（ 0.246＋ 0.112）× 40.32=14.43(14.4m3)

裏込砕石　 0.7× 12.8=8.96(9.0m3)

小車運搬　裏込砕石　 0.7× 12.8=8.96(9.0m3)



 

 

 

 

 

 

【 参 考 図 書 】 






















































